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【チヨコの注目資料集】その３邦訳 ICA アーカイブの利用の原則  
国際資料研究所>DJI の Repository-大学院の授業成果リポジトリ-＞試訳 ICA アーカイブの利用原則 翻訳 2012 

（URL: http://www.geocities.jp/djiarchiv/tokyouniv/Principles_of_Access_to_Archives_Japanese_edition.pdf） 

解説：ICA 国際文書館評議会は、1950 年に発足したアーカイブの国際 NGO である。4 年に 1度

世界大会を開催を開催する。2016 年には韓国・ソウルで、2012 年にはオーストラリア・ブリスベー

ンで世界大会が開催された。ICA はこれまでもアーキビストの倫理綱領（1996、北京大会）、世界

アーカイブ宣言（2011 年ユネスコが採択）など、アーカイブの専門的な行動規範にかかわる文書

を取りまとめてきている。今回取り上げる「ICA アーカイブの利用の原則」は 2012 年のオーストラリ

ア大会で採択されたもの。内容は、1996 年のアーキビストの倫理綱領第 6項、第 7項が言及した

行動規範の考え方をもとに、アーカイブ機関で利用者に対してアーカイブ資料を提供する場合の

様々な制約に着眼し、利用者のニーズに可能な限り寄り添った利用提供の業務を可能にするた

めの考え方を示すもの。今回紹介するのは2013年3月国際資料研究所HP掲出の邦訳（試訳）。 

ＩＣＡ アーカイブの利用の原則 
 

１ 市民は公共団体のアーカイブへアクセスする権利

を保有する。公衆と民間団体は可能な限りアーカイブ

を公開するべきである。 

 

政府のアーカイブにアクセスすることは情報

に基づく社会にとって肝要である。民主主義、説

明責任、良い統治そして市民の誓約は、個人が、

国立、自治地域、地方自治体、公共団体、政府間

機関、あらゆる組織そしてあらゆる合法的すなわ

ち公的資金によって公的機能を遂行し、活動する

自然人のアーカイブにアクセスする、法的保証を

必要とする。公共団体の全てのアーカイブは、法

律に基づいた特例以外は、市民に公開されている。 

 

公共であろうと民間であろうと、私的なアーカ

イブを収蔵する機関は、特定の法律制定、法的要

請、または この責任に規制をしない限り、外部

の利用者に私的なアーカイブを公開する法的義

務を負わない。しかしながら、多くの私的なアー

カイブは、アイデアを生み出したり開発を支援し

たりするのと同様に、社会、経済、宗教、地域、

そして個人歴にとって、重要な価値を有する組織

の記録、個人の私文書を収蔵している。私的な機

関で働いていてそしてその機関のアーカイブを

管理しているアーキビストは、特にもし収蔵資料

が権利を保護することを守り、公共の利益のため

になるならば、そのアーカイブへの公的なアクセ

スを提供することを機関に奨励する。機関のアー

カイブを公開するということはその機関の透明

性と信頼性を維持するのを助け、その機関の比類

のない歴史と社会への貢献の公衆の理解を向上

させ、その機関が公益のために情報を共有するこ

との社会的責任を果たすのを助け、その機関のイ

メージが向上することを、アーキビストは重視す

る。 

 

２ アーカイブを所蔵する機関は、非公開資料の存

在も含めて、アーカイブの存在を明らかにする。また、

アーカイブへのアクセスに影響する制限の存在を公

開する。 

 

利用者は、彼らが関心を持つ資料を持つアーカ

イブ機関を見つけることができなければならな

い。アーキビストは、無償で当該機関や機関が所

蔵するアーカイブの基本的な情報を提供する。彼

らは、機関の法的権能、方針、規則に従って、公

衆に所蔵物の利用についての一般的な規則を知

らせる。彼らは、彼らのアーカイブについての記

述が最新のものであり、正確で、円滑なアクセス

のために国際記述基準に従っていることを保証

する。アーキビストは、最新版がない場合、アー

カイブの記述草稿を利用者と共有しなければな

らない。これはアーカイブの安全またはアクセス

への必要な制限を脅かすものではない。 

 

アーカイブのすべての部分を公開アクセスに

している機関は、アクセス・ポリシーを発行する。

アーキビストは、公開を前提として始める。もし

アクセス制限が必要な場合は、アーキビストは、

公衆が理解できるように、また彼らのアプリケー

ションの一貫性を向上させるために、それらの制

限が明確に書かれることを保証する。 

 

利用者には、たとえそれが利用を差し控えられ

ていたり、破損したりしていても、特定のシリー

ズ、ファイル、アイテムまたはアイテムの一部の

いずれをも知る権利がある。アーキビストは、正

確な記述と受入取り消しシートや電子マーカー

の挿入を通して、非公開アーカイブが存在すると

いう事実を公開する。アーキビストは、制限の理

由、その資料が見直される、または、アクセス可

能になる期日を含め、その記述が、秘密の保持に

関わったり、拘束力を持つ法律や規則を侵害した

りしない限り、制限された資料についてできるだ

http://www.geocities.jp/djiarchiv/tokyouniv/Principles_of_Access_to_Archives_Japanese_edition.pdf
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け多くの情報を提供する。 

 

３ 機関の収蔵資料アーカイブはアクセスのために先

回りしたアプローチを採用する 

 

アーキビストはアーカイブへのアクセスを推

進するためにプロフェッショナルな責任を有し

ている。アーキビストは、インターネットやウェ

ブベースの出版物、印刷物、公開講座、商業媒体

そして教育や普及（アウトリーチ）活動といった

様々な手段を通じてアーカイブスについての情

報を伝える。アーキビスは絶えずコミュニケーシ

ョン技術の変化に注意を払い、アーカイブの知識

を促進するために利用可能で実用てきなそれら

を使用する。アーキビストは、所在登録の準備や、

ガイド、アーカイブのポータル、利用者がアーカ

イブを探すのを助けるための玄関口であるため

に他のアーキビストや機関と協力する。アーキビ

ストは、公衆の幅広い興味に対して、印刷出版物、

デジタル化、機関のウェブサイトへの投稿、また

は外部の出版企画への協力によって、収蔵資料の

アクセスを積極的に提供する。アーキビストはど

のようにアーカイブが公刊されるか決定すると

き利用者の要求を考慮する。 

 

４ アーカイブを所蔵する機関は、アクセス制限が明

確で期間が決まっていること、適切な法律に基づいて

いること、プライバシーの権利を認め、私的資料の持ち

主の権利を尊重することを保証する。 

 

アーキビストは、アーカイブへの可能な限り幅

広いアクセスを提供するが、彼らはいくらかの制

限の必要を認め、受け入れる。制限は、法律や機

関の方針、アーカイブ機関とその親機関、またそ

の原蔵者のいずれかによって課せられる。アーキ

ビストは、制限とそれらの理由が一般の人たちに

とって明らかになるように、アクセス・ポリシー

や機関の規則が公開されることを保証する。 

 

アーキビストは、法律によって課せられたり、

その時の非公開の利益よりも合法の私益や公益

が特に害が上回る特定の場合に、制限の範囲を狭

くしようと努める。制限は、特定の期間や、個人

の死亡など特定の状況になるまでの間など、限ら

れた期間に課せられる。 

 

一般制限は、全てのアーカイブの所蔵物に適用

される。機関の性質に応じて適切に、これらは個

人情報とプライバシーの保護、安全、調査または

法執行情報、商売上の秘密、国家安全保障を対象

とする。一般制限の範囲と期間は明確でなくては

ならない。 

 

特別制限は、指定されたアーカイブ機関にのみ

適用される。それらは、限られた期間に適用され

る。特別制限の明確な文書は、指定された資料の

公的なアーカイブの記述に含められる。 

 

寄贈された記録と個人的な書類へのアクセス

は、寄贈品の捺印証書、遺言や手紙の交換など、

譲渡の法律文書によって成立した状況によって

制限される。アーキビストは、明確で、期限があ

り、公正な条件に基づいて管理されうる、原蔵者

のアクセスの制限を協議し、受け入れる。 

 

５ アーカイブは同等で公平な条件で提供される 

 

アーキビストは、差別なしに公正、公平そして

タイムリーなアーカイブへのアクセスを提供す

る。多くの異なるカテゴリーの人がアーカイブを

利用し、アクセスの規則は利用者のカテゴリーの

間で差別化されるかもしれない。(例えば、一般

人、生みの親の情報を探している養子、病院の記

録から統計の情報を探している医学研究者、人権

侵害の被害者など)アクセスの規則は差別なしに

それぞれのカテゴリーの中で全ての人に平等に

適用される。非公開のアイテムが再調査されアク

セスされるとき、同様の条件と状態下で全ての公

衆のメンバーにとってそのアイテムが入手可能

であり、一般社会のメンバーにとってしかるべき

である。 

 

アクセスの決定は、アクセス請求を受け取った

時から可能な限り迅速になされなければならな

い。アーカイブの機関に移管する前に公衆へ非公

開だった公共団体の記録は、非合法又は許可の無

い手段を通して公にされたもの以外は、その内容

や、形態、年代に関わらず、それらが移管された

後はアクセス可能の状態になる。もしアイテムの

情報の一部分だけが出版されていたり、すぐに公

開可能になったりする場合は、公開された情報へ

のアクセスは移管の後公開されたままである。す

なわち、未公開の情報は一般のアクセスの規則と

手続きの対象である。アーキビストは、責任をも

って記録を公開することに法的そして規制措置

を奨励し、そして、資料の再非公開化や破棄命令

のいずれによってでも、すでに公開された情報を

非公開とする企てを支援してはならない。 

 

アーカイブ資料を収蔵する民間機関は利用者

に平等にアクセスを提供する。しかしながら、寄

贈者の同意の存在と、機関の安全上の必要性、そ

して関連した制約はアーキビストに対して研究

員の間に区別をつくることを要求するかもしれ

ない。選択的アクセスを決定するための民間機関

によって利用される基準はその公共アクセスの

規則に述べられている、そしてアーキビストは出

来る限りこれらの例外を減らすことを彼らの機

関に奨励する。 

 

６ アーカイブを所蔵する機関は、たとえ一般の人々に

は公開されていないアーカイブであっても、国際法の
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下で、深刻な犯罪の被害者が、彼らの人権を主張す

るために必要な証拠を提供するアーカイブや、それら

を侵害する文書にアクセスすることを、保証する。 

 

国際連合人権高等弁務官事務所の不処罰と闘

う行動を通じて人権の保護及び促進を求める一

連の原則(2005)は、国際法の下で、深刻な犯罪の

被害者がその侵害について真実を知る権利を有

していると宣言している。この原則は、真実を知

り、人権侵害の責任を相手に負わせ、賠償を要求

し、人権侵害に備えて防御することにおいて、ア

ーカイブにアクセスすることが、極めて重要な役

割を果たすと強調している。この原則は、それぞ

れの人が、自分の名前が国のアーカイブに載って

いるかどうか知る権利があり、もし載っていれば、

その名前が含まれているファイルが調査利用の

ために要求されたときにいつでも入手できるよ

うにアーキビストによって準備される文書を、ア

ーカイブ機関に提出することによって、その情報

の正当性に意義を唱えることができる権利があ

ると述べている。 

 

アーカイブ機関は、人権を守るため、また国際

法の下で深刻な犯罪が起きたときに、人権の侵害

に異議を唱えるために必要な証拠を入手し、保持

する。たとえそのアーカイブが一般公衆には公開

されていないものであっても、人権の目的でアー

カイブへのアクセスを求める人は、関係するアー

カイブへのアクセスが与えられる。人権の目的の

ためのアクセスへの権利は、公的なアーカイブに

適用される。また、可能な範囲内で、私的なアー

カイブにも適用される。 

 

７ 利用者は アクセス拒否の不服申し立てをする権

利を保有する 

 

それぞれのアーカイブの機関は最初のアクセ

ス拒否の不服申し立てのための明白な指針と手

続きがある。アーカイブへのアクセスの要求が拒

否されたとき、その拒否の理由は即座に希望者に

書面で明白に述べられ、伝えられる。アクセス拒

否をされた利用者は不服申し立ての権利と、不服

申し立ての提出の手続きと、もしあれば、その期

限ついての情報が提供される。 

 

公衆のアーカイブにとって、例えば第一に内部

面接、第二に独立した公平な法律によって設立さ

れた機関への不服申し立てといった、いくつかの

レベルの不服申し立てが存在する。公衆でないア

ーカイブのための不服申し立てのプロセスは内

部かもしれない、しかし同じように一般的なアプ

ローチに従うべきである。 

 

第一の拒否に加わるアーキビストは、検討する

機関にその件に関係する情報を提供するが、不服

申し立ての意思決定に加わってはならない。 

 

８ アーカイブを所蔵する機関は、操業制約がアーカ

イブへのアクセスを妨げないことを保証する。 

 

アーカイブ記録への平等な権利は、単に平等の

扱いだけでなく、アーカイブからの利益への平等

な権利をも含む。 

 

アーキビストは、現在の、そして潜在的な調査

者の両方の需要を理解し、この理解を、これらの

需要を満たし、アクセスの取り扱い上の制約を最

小限にする方針やサービスを発展させるために

利用する。特に、アーキビストは、アーカイブを

利用するにあたって、身体の不自由な人、読み書

きのできない人、または不利な環境にある人、そ

して他に何か特に困難を持つ人を支援する。 

 

公的なアーカイブ機関は、アーカイブで調査を

したい人に、入場料を課さない。民間のアーカイ

ブ機関が入場料を課すときは、利用者の支払い能

力を考慮しなければならない。そして、課せられ

た料金が、アーカイブの利用のさまたげになって

はならない。 

 

利用者は、アーカイブ機関を訪れる場合と、離

れた場所に住んでいる場合のいずれにしても、ア

ーカイブ機関の技術的能力の範囲内で、アーカイ

ブのさまざまな形式のコピーを入手できる。機関

は求められたコピーサービスに対し、適正な料金

を課すこともある。 

 

アーカイブの部分的な公開は、ファイルやアイ

テム全体が公開できないときにアクセスを提供

する手段である。アーカイブのアイテムが、2、3

の文や、限られたページに、公にできない情報を

含んでいる場合、その情報は伏せられ、そのアイ

テムの残りが公的なアクセスに公開される。実践

可能な範囲でできるだけ、アーキビストは、処理

を行う人手が必要という理由で、アーカイブの処

理を拒否しない。しかし、要求されたアイテムや

ファイルが処理によって誤解を招きやすいもの

になったり、理解不能なものになったりする場合、

アーキビストは処理せず、資料は非公開のままと

なる。  

 

９ アーキビストは全ての非公開アーカイブにアクセス

することができ、それらに必要なアーカイブの仕事を執

り行う。 

 

アーキビストは、保管において、それらの知ら

れている制限の理由と存在を分析し、保存し、配

列し、説明するために全ての非公開アーカイブに

アクセスすることができる。このアーカイブの仕

事は、意図的にまたは不注意に忘れられたり破棄

されたりすることからアーカイブを防ぎ、アーカ

イブの完全性を保証するのを助ける。非公開アー
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カイブの保存と記述はアーカイブの機関とアー

カイブの専門性において公衆の信頼を推進する。

そのために、人々に非公開資料の存在とその一般

的性質を辿ることそして彼らがいつどのように

アクセス可能になるかを知ることを、アーキビス

トが支援することを可能にする。もし非公開アー

カイブが国家安全保証に分類し、またはその他の

特別な許可手続きを必要とする制限があるなら

ば、アーキビストはアクセスを得るために必要な

許可手続きに従う。 

 

１０ アーキビストはアクセスの意思決定の過程に参

与する 

 

アーキビストは、起こりうる公開のために、現

行のアクセス規制、ガイドライン、模範事例に従

って、機関が、アクセス・ポリシー、手続き、ア

ーカイブの見直しを確立するのを支援する。アー

キビストは、基本的な枠組みと規制の解釈を決定

するにあたり、法律家や他のパートナーと連携す

る。そして、アーキビストは実行する。アーキビ

ストは、アーカイブ資料、アクセス制限、利害関

係者の需要と要求、アーカイブが関係する主題に

ついての既知情報を知っており、その知識をアク

セスの決定の際に利用する。アーキビストは、機

関が詳細な情報を得た上での決断と、一貫性のあ

る、合理的な成果を挙げられるよう支援する。 

 

アーキビストは、アーカイブを見直し、適切で

なくなった制限を取り除き、制限を監視する。 

 

用語解説 
Access. アクセス、閲覧、利用 

法的承認と検索手段の存在の双方の結果として、記録/ア

ーカイブを調査のために入手できること。 

Confidentiality. 機密保持 

ある情報および/または記録に付随するプライバシーや秘

密の品質や権利、そしてそのためにアクセスを制限するこ

と。 

Data protection. 個人情報保護 

個人的なデータを、収集すること、保存すること、機械可

読な形態で機械的に処理すること、そのようなデータを公

開することに関して、個人の権利を法的に守ること。 

Declassification. 機密解除 

情報または記録の機密制限を解除すること。 

Deed. 捺印証書 

多くの国において公証人の前で作成され、封印された文書。

それが公表されると、法的な処分や二者間の合意に影響を

与える。 

Deposit. 寄託、寄託資料 

法的所有権の譲渡なしに、文書をアーカイブの管理下に置

くこと。 

Donor.寄贈元 

寄贈品のもとの所蔵者(機関含む)。 

File. ファイル 

同じ主題、活動、または会議に関係するために、作成者の

現行使用、もしくはアーカイブ整理の過程において、まと

められた文書の組織化された単位(フォルダ、巻など)。フ

ァイルは、記録シリーズにおける、基本的な単位である。 

Finding aid. 検索手段 

アーカイブ資料の管理または知的な支配を確立する過程

において、アーカイブ・サービスによって作られ、容認さ

れた、あらゆる記述、参照の手段を含む最も広義の用語。 

Fond: フォン 同出所資料群 

媒体の形に関わらず、制作者の活動や役割の過程で。特定

の人、家族、法人によって組織的に作られ、蓄積され、使

われた全ての集合としての記録 

Freedom of Information: 情報公開  

アーカイブにアクセスする法的権利を除外して現用の、半

現用の、そして非現用の記録を含む情報にアクセスする法

的権利の概念 

Gift: 寄贈資料 

しばしば証書または文書の贈与書によって達成される、金

銭的対価なしに獲得して保有財産に加えること 受領者

の唯一の財産となること。 

Item: アイテム 

これ以上知的に分割できない最小の単位。例えば、手紙、

メモ、覚え書き、レポート、写真、音記録。 

Privacy: プライバシー 

個人的そして私的な問題に関する記録・アーカイブに含ま

れる情報が権限のない公開をされる恐れがない権利  

Redaction: 公開準備処理 

公衆利用のために解放される前に、書類の中の慎重に扱う

べき情報を除去したり、マスキングをかけたりする過程 

Restricted access: アクセス制限 

アクセス日時を決定する一般または特定の規制や、アクセ

スからの一般的な除外を課せられている記録/アーカイブ

または個別の資料または特定の情報へのアクセス制限 

Screening: 審査 

制限されたアクセスの対象となる情報または書類の存在

を決定する記録・アーカイブの審査 

Security classification:秘密指定  

国家安全保障上の利益に関わる、または機密記録と呼ばれ

る。記録・アーカイブまたは情報に関わるアクセスにおけ

る制限機密情報 

 

著者紹介  

【監修】 

小川 千代子（おがわ ちよこ）  

東京大学大学院情報学環非常勤講師（2005～）、国際資料

研究所代表。中央大学（2003～）、同大学院（2010～）、学

習院大学（1996～）、東京学芸大学（1997～）、静岡大学（1999

～2006）、東京女子大学（2010～2012）、藤女子大学（2010

～）、鶴見大学（2010～）でアーカイブと記録管理を講じ

る。単著に『世界のアーキビスト』（訳書、岩田書院、2008）、

『電子記録のアーカイビング』（日外アソシエーツ、2003）、

『世界の文書館』（岩田書院、2000）、『情報公開の源流』

（岩田書院、1997）など、共著に『アーカイブを学ぶ』（岩

田書院、2007）など多数。専門分野 文書館、記録管理 

【翻訳】（順不同） 

関根 真紀（せきね まき） 

東京大学大学院学際情報学府修士２年 

足立 諒子（あだち りょうこ）  

東京大学大学院教育学研究科総合教育学専攻教育社会

科学専修生涯学習基盤経コース修士課程 1 年 

上田 雄太（うえだ ゆうた）  

国際資料研究所研究生 

※所属、肩書きはいずれも 2013 年 3 月現在
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【チヨコの視点】 

馮恵玲教授講演「デジタルメモリーとアーカイブズ資源開発 中国における現状を中心に」

へのメモワール 

2016年 10月 15日、中国人民大学情報資源管理学

院馮恵玲（フーフイリン）教授は、学習院大学で

「デジタルメモリーとアーカイブズ資源開発―

中国における現状を中心に―」と題し、情報資源

の開発と利用について講演した。内容は、現在中

国をはじめ世界各地で展開されている、日本では

「デジタル・アーカイブ」プロジェクトとして紹

介されているプロジェクトを、横断的に見て評価

を加えるものであった。 

馮教授は、図書館、博物館、公文書館はいずれ

も情報資源を所蔵するが、所蔵された情報資源は

いずれも「不活性」のままであると決めつけた。

そして中国人民大学では、これら不活性な資料群

の中から、選び出した資料を組み合わせて、活性

ある「ドキュメンタリー」を制作することをプロ

ジェクトとして実施していると簡単な報告を行

った。 

「ドキュメンタリー」を制作するには、どのよ

うな組織の階層に基盤を置くか、どのようなテー

マを選ぶか、を考える。次にテーマが決まったら

それにしたがって図書館、博物館，公文書館が所

蔵する資料を選び出し、ドキュメンタリーのあら

すじを決める。こうして、画像資料中心とした「デ

ジタル・メモリー」を構築するのが、デジタル・

メモリー構築プロジェクトなのである、とする説

明がなされた。この説明を聞いて、日本で主とし

て 3.11 以来、デジタル・アーカイブ構築といわ

れているデジタル画像コレクションの作成のこ

とを連想した。デジタルの材料を使って、社会的

な共有記憶を記録として取りまとめるというの

だから、その目指しているところは限りなく近い

と感じたのである。 

馮教授は「20 年前に日本にいたことがあった。

そのとき日本語を話したが、今は忘れました」と

言いつつ、90 分の発表はすべて日本語で語った。

明快な日本語で「大好きな文書管理の研究を 1979

年から続けてきた」と自らの足跡を振り返った。 

馮教授がえがいて見せた「アーカイブズ資源開

発」とは、研究者なり、特定のテーマを持つアー

カイブ利用者が、図書館や博物館も含めて資料を

横断的に渉猟し、その成果を踏まえて新たなデジ

タル著作物を作り出すこと、と理解できる。 

類似の手法をもちいたものに、最近人気の NHK

『ファミリーヒストリー』という番組がある。有

名人の先祖の足跡をたどり、現在の主人公とのか

かわりを解明するものだ。解明される過去の事実

との出会いは確かに面白いのだが、過去の事実の

証拠がどのようにして見出されたのか、どのよう

にそれまで保存されていたのかについての調査

結果の報告がほとんど見えない。実は、この点、

筆者は物足りない思いをしている。 

しかし、馮教授は日本で近年盛んに取りざたさ

れた MLA連携にはほとんど触れなかった。代わり

に、中国各地で行われている、図書館や博物館、

文書館の所蔵資料を適切に選び出し、新たな筋書

きを組み立ててようとする各種「デジタルメモリ

ー構築」プロジェクトを紹介した。これらのプロ

ジェクトは「情報資源開発」事業そのものである

ことは言を俟つまい。記録物を組み合わせてデジ

タルを基盤にしたプログラムを作成する、これを

ウェブ上で提供する、という仕組みは、日本では

各地の役所が主導する観光案内などに多く用い

られている。残念ながら、馮教授の発表から、構

築されたデジタル・メモリーの利用実績までは聞

き漏らした。 

「デジタルメモリー」（デジタル・アーカイブで

はなく）であれば、それを「構築」する」メモリ

ー、個人や社会が脳裏に保持する記憶を具体的な

デジタル画像に表現し直し、これを社会的記録と

して共有できるようにウェブに掲示し、そこで保

存の道筋を探る、ということに、ブレはない。こ

の用語こそ、日本語でカタカナ語として、意味を

伝えることが可能な言葉であることを、講演を聞

きながら革新した。デジタ

ル・メモリーの構築、既存

の資料を使って、デジタル

媒体を駆使してあらかじめ

決めた筋書に従ってドキュ

メンタリーを制作する。。。

大変にわかりやすく適切な

用語を教示され、深く感銘

を受けた講演であった。（ち）

（懇親会で。左から松村光希子氏、馮恵玲教授、筆者）

講演する馮教授 
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●千代子のあしあと●◆▼●◆ ●図書◆論文▼逐次刊行物■その他●◆▼●◆ 
▼ＤＪＩレポート No.109 2017 年 2 月 28 日 up、8p. 

PDF 国際資料研究所www.djichiiyoko.com  

▼21世紀の潮流にふれる―第 18回 ICAソウル大

会参加記／国立公文書館作成「日本におけるアー

キビスト職務規準」について RMSJ Newsletter 

No.76,2016.10 記録管理学会 

▼私の OFF○55夜中のミステリードラマ鑑賞 

OMNI-MANAGEMENT 12月号平成 28.12.1 第 25

巻第 12 号（通関 296 号）（一社）日本経営協会 

■文献紹介 坂口貴弘『アーカイブズと文書管理』

RMSJ Newsletter No.77,2017.01 p.7-8 記録管理

学会（タイトル含め 3 か所に同じミスプリがありました。「質テ

ム」→「システム」 記してお詫び申し上げます。） 

■行事報告「UNHCR ボランティア報告会」の報

告 RMSJ Newsletter No.77,2017.01 p.12,記録管

理学会 

■2017 年頭のご挨拶 RMSJ Newsletter No.77, 

2017.01 p.1 

 

●やぶにらみ文献紹介●◆▼●◆‣●図書◆論文▼逐次刊行物■その他●◆▼●◆ 
◆渡辺雅子「立正佼成会における女性の位置と女

性幹部会員のジレンマ―とくに仕事をもつ主任に焦点を

あてて―」 

文末の【付記】には次の一節がある。「2015 年 10

月 24 日に開催された中央学術研究所主催の「女

性と宗教―立正佼成会の信仰と女性の役割―」で

著者がパネリストとして発題した内容が基礎に

なっている（後略）」。かつて立正佼成会佼成文書

館にお邪魔した折、女性スタッフの存在とその役

割に関心を抱いたことが思い出された。その時に

は質問をする環境でもなく、心に刺さった小さな

トゲのようにこの疑問は今も残っている。加えて、

昨今安倍首相が声高に提唱する「女性が輝く社会」

という政治スローガンの背景に何があるのか、社

会の中での女性は実際にはどのように輝く機会

を得ているのか（いないのか）は今日の「職業婦

人」たちは「日本死ね！」発言に代表されるよう

に、とっくにきちんと見透かしている。そんな状

況を踏まえつつ、女子大学 4 年間の勤務経験も手

伝いこうしたテーマに関心が向けずにはいられ

なくなった。信仰のために、家族のための時間を

削らなければいけない有職の女性信者たちの「ジ

レンマ」を統計的に示した著者の努力に敬服する

とともに、これを紀要に掲載した中央学術研究所

の度量に敬意を表するものである。 

『中央学術研究所紀要』第 45 号 平成 28 年 

pp.62-97 

  

◇◆◇アーキビストの消息(順不同)◇◆◇【凡例：●個人■機関】 
訃報 

●小玉 正任氏 2016年9月6日逝去。享年91。第3代
国立公文書館長（1989-1994年）。1989年のジャン・ファ
ビエICA会長訪日受入れ、1991年のシャルル・ケスケメ
ティICA事務総長訪日受入れなど、外国の専門家受入
れを積極的に行い1992年には、EASTICA（ICA東アジ
ア地域支部）設立にかかわるなど国立公文書館の国際
的活動を活発化するとともに、国内的には公文書館法
施行をうけ、国立公文書館による研修制度の設立や国

立公文書館つくば分館設置に尽力された。 

●中谷 弸氏 2016 年 11 月 20日逝去。元京都府立総

合資料館資料課長。1980～90 年代全史料協役員、同

近畿部会長として活躍された。退職後は石川県小松市

に転居された。金沢出張の際わざわざ小松空港に会い

に来て下さったのが懐かしい。ご冥福をお祈りします。 
☆本コーナーへの皆様のご協力に心からお礼申し上げます。 

ありがとうございました。

 

ＤＪＩ国際資料研究所の主な活動  2016 年 10 月 11 日～2017 年 2 月 28 日 
 

＜講演＞ 

11月21日 国際機関のアーカイブについて SvdM資料

整理と研究報告会、㈱カネカ会議室、東京 

＜出講＞ 

9 月 22,29 日 「記録保存と現代」学習院大学（前号欠落分） 

10 月 17,24 日、11 月 1,8,15,22,29 日、12 月 6,13,20

日 1 月 10,17,24,31 日、2 月 7 日 東京学芸大学「博物

館資料保存論」、東京 

10月22,29日、11月5,12,19,26日、12月3,10,17日、

1 月 21,28 日 藤女子大学図書館情報学課程「情報資源

組織論」「情報資源組織特論」札幌 

11 月 26 日 藤女子大学図書館情報学課程 土曜講座

2016「資料の保存と図書館情報学−映像資料・モノ資料

をめぐる実務と課題」コメント 

＜見学＞ 

10 月 13 日 国立公文書館展示見学 東京竹橋 

10 月 16 日 松本市文書館、長野県 

10 月 26 日 元興寺文化財研究所紙資料修復部、奈良 

10 月 27 日 正倉院展 奈良国立博物館、平城宮跡,奈良 

11 月 8 日 東京学芸大学大学史資料室、東京（東京学芸

大学博物館資料保存論） 

11 月 10 日 三重県立総合博物館,全史料協大会見学会,津 

11 月 13 日  

12 月 4 日 寒川文書館、神奈川（東京学芸大学博物館資

料保存論） 

1 月 13 日 ラスコー展 国立科学博物館、東京 

http://www.djichiiyoko.com/
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2月3日 東京工業大学資史料館見学（全史料協関東部会） 

2 月 10 日 国立国会図書館保存修復の見学（記録管理学

会研究例会） 

＜参加＞ 

10 月 15 日 馮恵玲中国人民大学教授講演 学習院大学 

11 月 9 日、12 月 11 日千種台 39 会 名古屋、津 

11 月 10 日 全史料協大会、三重県 

11 月 17 日 札幌ワインの会 

11 月 20 日 ボジョレ・ヌーボーの会、藤沢 

11 月 26 日 土曜講座 2016「資料の保存と図書館情報学

−映像資料・モノ資料をめぐる実務と課題」札幌 

12 月 14 日 八雲サロン 講師：岩楯敞広首都大オープ

ンユニバーシティ特任教授「熊本地震に想う ～地震被害

から得られた新たな教訓～」八雲クラブ、東京 

2 月 9 日 松本市文書館運営協議会、松本、長野県 

2 月 15 日 寒川文書館運営審議会、寒川、神奈川県 

2 月 17 日 全史料協役員会、埼玉県立文書館、浦和 

2 月 18 日 千種台 39 会 湘南倶楽部、下北沢、東京 

＜主催＞ 

10 月 17 日、11 月 8,29 日、12 月 13,20 日、1 月 31 日、

2月1,2,13,23-27日 ICAアーキビスト行動原則研究会、

東京学芸大学、八雲クラブ他 

10 月 28 日、11 月 25 日、12 月 16 日、1 月 20 日 ド

ーナツの会 藤女子大学 札幌 

10 月 26 日 セルジオ・ビエラ・デメロ資料整理成果報

告会準備会、元興寺文化財研究所、奈良 

11 月 21 日 セルジオ・ビエラ・デメロ資料整理成果報

告会、㈱カネカ会議室、東京 

11 月 30 日、2 月 6 日 記録管理学会理事会、八雲クラ

ブ 東京 

＜その他＞ 

10 月 16－17 日 ロッジシオン弔問、長野県白馬村 

11 月 4 日 藤女子大学文学部紀要に投稿 

11 月 6 日 森本さんと辻堂で遭遇 

11 月 7 日 加藤多恵子さんを偲ぶ会、日比谷図書文化館、 

11 月 9 日 恵子ちゃんのおみまい 名古屋 

12 月 7 日 花友にしのこうじ訪問 京都 

1 月 10-11 日 箱根大集合、対岳荘、神奈川 

1 月 18 日 恵子先生訪問,北品川ジュネーブ平和通,東京 

1 月 27-30 日 藤女子大学引越搬出国際資料研究所搬入 

2 月 2 日 玲子先生とランチ、藤沢 

2 月 4~18 日 ヤマト入院 

 

■巻末随想 

札幌では北海道新聞（ドーシン）を見る。ドー

シンにはお悔やみ記事が掲載されるので帰りの飛

行機でそれを見る。ある時の訃報は 20 歳から 100

歳まで年齢層が広かった。別のときは、60 歳から

89 歳までに集中していた。掲載内容は、葬儀終了

というのもあれば、喪主と（委）＝葬儀委員長、

連絡先等々が列記されいるケースもある。20 歳の

訃報は喪主が父親で切ない。60 に手が届かずに妻

が先立ち、夫が喪主というのや、若くして亡くな

った夫を妻が喪主として見送るのなど記事も哀し

い。喪主は長女の夫、という例は、喪主は男でな

ければ、という「社会通念」が見え隠れする。喪

主が故人の姪とか甥だと故人生前の家族構成がぼ

やけてくる。地域の自治会長が（委）とある場合

はその地域の日頃の交流の一端を垣間見る思いが

する。記事に掲載されている幾多の名前は知らな

い人ばかりだ。が、お悔やみ記事からはその見ず

知らずの人々の人生模様が行間からこぼれ出るよ

うに見えてくる。斎場の社長が（委）というのが

あって、これは疑問が後を引く。どういう関係な

んだろう。ほんとに知り合いなのかな…。いや、

見ず知らずのよそ様のことはさておき、私も自分

の「終活」に取り組んだ方がよさそうだ。一応、

遺影は選定済み、墓地に関しても家族との口頭の

話し合いは住んでいる。残るは書斎の書類の「終

活」。さてどうしよう? 

■ウチの黒猫ヤマトはなぜかべったり私にへばり

つく猫だった。オッサンになったかと思ったのは、

正月の頃。2 月に入り、ヤマトはご飯を食べなく

なった。近隣の評判の良い犬猫病院に 2 週間入院。

その後自宅療養、2 月 28 日亡くなった。5 歳 10

か月。病院ではリンパ腫との見立てだった。思い

返せば暮れごろからべったりへばりついていたの

は、実は病気の為だったかと今は胸が痛い。 

かわいいヤマト、安らかに。また会おう!合掌。(ち) 
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